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（１）実施概要

開催回 日時・場所 参加人数・傍聴人数

第１回 ５月１１日（木）18:30-20:40 教育総合センター研修室 1６名（４グループ）・傍聴4名

第２回 ５月１３日（土）14:00-16:10 教育総合センター研修室 １0名（２グループ）・傍聴2名

内容 時間

開会・資料説明・ガイダンス 15分

自己紹介・役割分担 5分

ワークショップ①世田谷区のスポーツの特色と課題 ２5分

ワークショップ②世田谷区らしいスポーツの取組み 3０分

休憩 10分

発表・質疑応答 ４0分

講評・閉会 5分

令和6年度からの次期スポーツ推進計画の策定に向けて、区民ワークショップを開催しました。

ワークショップでは世田谷らしいスポーツの取組み（する・みる・ささえる）をテーマに、グループに分かれて
議論・発表していただきました。

ワークショップの実施概要

ワークショップの内容・スケジュール
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（２）結果概要

テーマ 特色・課題 世田谷区らしい取組み

スポーツの普及

⚫ ウォーキングやランニングに適した環境が整っている
⚫ スポーツイベントが盛ん
⚫ 若年層向けプログラムが少ない
⚫ 親しめるスポーツを知る機会がない

⚫ ニュースポーツに親しんでもらう
⚫ モチベーションにつながる健康ポイント・スポーツ実施ポ
イントなどアプリ導入・活用（施設予約時など）

⚫ スポーツ施設がなくてもできるスポーツを普及させる

共生社会の実現
⚫ ボッチャが盛ん
⚫ 障害者が参加できる機会が少ない

⚫ 障害者・外国人が集まるイベント
⚫ ユニバーサルデザインの施設整備
⚫ ボッチャのさらなる普及

施設整備・活用

⚫ 公園・緑地が多い
⚫ 大学施設が多い（特に体育系）
⚫ スポーツ施設が人口に対して少ない
⚫ 施設が有効に活用されていない
⚫ アクセスが良くない

⚫ 公園・施設を使いやすくする
⚫ 施設を有効活用する（特に大学や学校施設の区民開放）
⚫ 夜間利用可能とする
⚫ コミュニティバスの導入
⚫ ボッチャコート・バスケットボール・ランニング環境の整備

コミュニティ形成
⚫ 国際色豊か、安心できる住環境がある
⚫ スポーツ後の憩い・集いの場所がない

⚫ クラブハウスなど憩い・集いの場をつくる
⚫ 総合型地域スポーツクラブによる人材育成
⚫ 地区で誰もが楽しめるイベントの開催

プロ選手・チーム
との連携

⚫ プロ/OBアスリートが多数在住している
⚫ 活動場所が限られている

⚫ 世田谷区クラブチームを作る
⚫ アスリート、OB等と連携し、講演やイベントを実施
⚫ 観戦機会の創出

人材・組織の
育成・活用

⚫ 指導者の不足
⚫ ボランティアの不足

⚫ 人材活用の仕組みが必要である
⚫ 活動団体の連携強化・開かれた組織にする
⚫ イベント体験によるスポーツ参画促進
⚫ スポーツボランティア養成講座やイベントへの参加促進

民間サービス活用
⚫ 行政のサービスだけに頼るには限界がある ⚫ 民間スポーツ産業との連携

⚫ 施設サービスの充実

情報提供
⚫ 情報提供が不十分 ⚫ 若年層に伝わる情報提供・媒体が必要

⚫ 区民のスポーツ実施の実態分析が必要
⚫ 情報発信の強化 ３
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（３）グループワーク発表・成果

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月１1日） グループ①発表

⚫ 世田谷の強みとしては、公園・緑が多い、それから人が多い、これは強みだと思います。それから学校施設が非常にたくさんある、これも強みだと思い
ます。ただそれらを結びつけるものがないというのが課題なのだと思います。

⚫ 人をうまく活かしていないとか、学校施設をうまく活用できていないとか、公園はあるけれどももっと利用しやすい仕組みを作ってほしいとか、そうい
う繋げるものが不足しているのではないかなということで、今後これから区に考えていただきたいなとか、私たちが協力できたらいいなということを
まとめています。

⚫ 人に関して言うと、人材を活用するためのシステムというのは必要であろうという風に思います。それから意識を高めるという意味で人材をもっと利
用していく必要があると考えます。今までも、高い競技力を持った選手がスポーツ振興財団のイベントに参加してくれたりと、かなり協力してくださっ
ていますけれども、まだまだそれが区民全体に広がっていないというのもあって、そういうのも人材の活用の中に含めてもいいのではないかなとまと
めてみました。

⚫ 人材活用とか受け入れとか、それらをPRするものが限られているのではないかなと。新聞の折り込みに入れていただいているとはいえ、今の若い人
たちの世代を見ると、新聞の定期購読をしている家庭が非常に少なくなっている。じゃあ、せっかく新聞の折り込みに入れても、それは伝わっていない
のではないか。あるいは世田谷区スポーツ振興財団のPR誌がありますが、皆さんは手に取って見ているでしょうか。多分見られていないと思います。
そういうPRの仕方をもっと工夫していく必要があるのではないかなということ。

⚫ それから施設整備のほうも、先ほど学校施設がたくさんあるにも関わらず、使われていない。小中学校の学校開放はしていますが、施設の数に対して
ニーズや利用者数が非常に多いです。ですから施設が使えなくなり、使えなくなった結果、解散するグループもあるそうです。

⚫ イベントに対する意識は非常に高まっているものの、イベントを開催する場所がない。総合運動場の施設、駒沢公園の施設などは積極的に貸してもらえ
ないとか、施設の問題は大きいと思います。

⚫ 有名なプロスポーツ選手とか競技力の高いスポーツ選手が活動をする試合などに使える場所が限られているということも大きな理由の一つになるの
ではないかと思います。

⚫ 連携面では学校と、整備面では今後使っていけるものを作ることと、今あるものを計画的に活用できるような仕組みを作ってほしいということ。
⚫ 公園で遊びなさいと子どもたちに言ってもボールで遊べないという問題がでてくる。
⚫ 資源については、公園、緑がありますが、もっと計画的に使いやすく整備する必要があるのではないかなという意見もでてきました。
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スポーツが盛んと
いうイメージがな
い

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ①特色・課題

スポーツイベント
が多い

人材活用

スポーツ体験

有名なスポーツ
チームがない

人材活用が不十分

施設はあるが利用
しにくい

体育館がとりにく
い

スポーツの講演等
を行いたいが、大
きい会場がない

あそび場の開放は
あるが参加者が少
ない

施設が不足してい
る

大きな運動場がな
い

競技スポーツを目指
す人は多い
運動が苦手な人の参
加する場が少ない

公園でスポーツ
（ボール遊び）がで
きない

場の不足

道路が狭い 交通量が多い

勉強、習い事で忙
しい

番外

スポーツに触れる
機会が多い

ボッチャが盛んに
なってきた

世田谷区の皆さん
のスポーツ意識高
い

人口（住宅）が多い

体育大学がある

大学が多い

学校が多い

体育の大学が多い

学校が多い

学校が多くある

学校施設

公園がある 公園が多い

緑が多い 緑道が多い

緑が多い
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ①取組

人材活用のシステ
ム作り

人材活用

意識を高める工夫

スポーツイベント
等のPR（ポスター
等）をより多くする

元プロ選手の活用

学校遊び場開放の
場を利用してイベ
ントを行う

学校との連携をは
かる
定期的なスポーツ
の場

スポーツイベント
へのボランティア
の参加

スポーツ選手の講
話等を聞く機会を
増やす

有名スポーツ選手
の活用・連携

スポーツにふれるためのPR

学校施設をもっと
区民へ開放する

区と大学が連携し
て施設を提供する

計画的な施設整備 新しくつくる施設
（用賀）を利用しや
すくする

障害者も利用でき
る施設に改修

公園課との連携を
図る

大きな公園をつく
る

今ある施設を使い
やすく！！

大学施設を利用さ
せてもらう

公園でのボール遊
びを可能にする
（時間限定でも）

公園でボールあそ
びができるように
する！！

連携

整備

活用

施設整備
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月１1日） グループ②発表

⚫ 特色として、アクセスの手段として色々な交通手段がある、広い公園が多い、充実した施設がある、ジュニアアカデミー&カレッジがある、イベントの開
催が盛んである等の意見が挙がりました。

⚫ 課題として挙がったのは、アクセスが不便な部分がある（徒歩や自転車で行けない、バスも乗り継ぎが必要）、人口に対して施設が少ない、高齢者向け
のプログラムに対して20～30代向けのプログラムが少ない、人が集う場所や機会が少ない等です。例えば、スポーツ後にチームのメンバーでお茶や
話をする場所だったり機会だったりが少ないという意見が挙がりました。

⚫ アクセスについてはスポーツ施設を結ぶバスを運行する、コミュニティバスを導入する、徒歩や自転車で行ける範囲にスポーツ施設を作る等すること
で、行きやすくなるのではと考えました。

⚫ 充実した空間については、先ほどの課題として挙がった集う場所や機会が少ないという観点から、グラウンドにクラブハウスや更衣室を設置するほか
に、大学のスポーツ施設をもう少し活用することができればいいのかなと思いました。

⚫ コミュニケーションの部分では、スポーツ指導者を増やしていくことと、スポーツ指導者のコミュニケーション能力を向上させること、スポーツが真ん中
にある豊かなコミュニティをつくっていけるとよいのではと思いました。

⚫ “人”の発信としては、「どのようなスポーツをやっているか」「区内のスポーツの状況」等を発信していくことによって、区民の皆さんがスポーツに興味
をもって実施してくれるといいなと思いました。

⚫ スポーツへの熱い思いとしては、サッカー、野球、バスケ、ラグビー等の世田谷区のクラブチームを作ることで、一致団結してスポーツの応援ができる
のではないかというのと、スポーツ施設にも関わってくるのですが、スポーツ施設の中にスポーツショップを入れて、スポーツをした後に道具などを購
入できる流れができるとよいのではないかと考えました。

⚫ ポイ活については、スポーツをすることに対してポイントをつけることによって、ポイントを貯めて何かと交換できたり、施設利用料が安くなったりとい
うことがあると、スポーツと関わる機会が増えるのではないかと考えました。
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区内で充実して過
ごせるライフスタイ
ルを広める必要が
あるのでは？？

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ②特色・課題

設備が充実してい
る

人が集う場と機会

充実した施設

する みる ささえ
る
“かたりあう”場が
必要では？

若者（20代）向け
のプログラムが少
ない

家の近くに施設が
ない

区の真ん中あたり
にスポーツ施設が
少ない

グラウンドにクラ
ブハウスがない

人口に比して施設
が少ない

大規模公式試合を
開催できる施設が
ない

施設が少ない

区立総合運動場へ
のアクセス悪い（交
通の便）

区内の交通の便が
悪い

アクセス

総合運動場やプー
ルが立派

施設利用料が手ご
ろ

大学

学校施設が多い

様々なところ
様々な単位で
様々な取り組みが
行われている

他者のために取り
組んでくださる方
が多い（みなさん
が笑顔）

プログラムの多様性

ジュニアアカデ
ミー&カレッジ

スポーツイベント
が盛ん

色んな線（アクセス
方法）がある

広い！ 広い公園が多い
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ②取組

サッカーや野球、
バスケ、ラグビー
などの世田谷拠点
のチームを作る

スポーツへの熱い思い

スポーツショップ
を増やす

すべてのグランド
にクラブハウス
を！

スポーツ指導者を
増やす

スポーツ施設を結
ぶバスを運行する

スポーツコミュニ
ティバスを走らせ
る

せめてすべてのグ
ランドに更衣室を
設ける

スポーツが真ん中に
ある、豊かなコミュニ
ケーションがあふれる
多世代コミュニティを
つくる

スポーツ指導者の
コミュ力のさらな
る向上

充実した空間

徒歩や自転車で行
ける範囲にスポー
ツ施設をつくる

「世田谷スポーツライフ」とし
て、区内でスポーツに関わっ
ている方を積極的に発信、
紹介する（アクティブ・ス
ポーツ・パーソンの紹介）

スポーツ実践ソフト
ウェア（アプリなど）の
開発共有
例：スポーツログなど

若者がスポーツ施
設を利用したくな
るサービス

ポイントカードを
作る

ポイント制度（？） 若者向けのスポー
ツイベント

アクセス

ポイ活

コミュニケーション

大学、学校施設の
有効活用

大学のスポーツ施
設を区民に開放す
る

学校、大学施設を
利用したスポーツ
イベントの増加

スポーツをする＋
集まる（含む飲食）
が整った施設を増
やす

夜の時間帯に使用
できる施設を増や
す

“人”の発信

施設利用
定期券、共通券を
作る
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月１1日） グループ③発表

⚫ 特色や課題としてざっくり見てみると、持てる資源がいっぱいあるということが分かりました。中でも公園、大蔵運動公園というとてもよい公園があり
ます。一方で実はスポーツ施設が少ないという点があります。これは課題と捉えられがちですが、その分、世田谷の綺麗な街並みの中を気持ちよく歩
ける点はよい特色の一つではないかという意見がありました。

⚫ 体育系の大学が多いということで、体育やスポーツを専門としている学生が多いのも世田谷区のよい特色だという意見がありました。
⚫ それ以外に、手軽にもっと健康管理できるという点やスポーツをすることによって何か得した気分になれるというのもこれから見出せる可能性ではな
いかという意見がでてきました。

⚫ 学校や総合型地域スポーツクラブについてですが、まず学校から見ていくと教員の働き方改革というのもあり、部活動の地域移行という話もでてきて
います。世田谷区の特色として、学校と地域の繋がりが深い、学校拠点のクラブ活動が盛んである、学校施設も充実しているという意見が挙がりまし
た。また、世田谷区の特色を踏まえた可能性として、総合型地域スポーツクラブは、これからの部活動の地域移行の基盤、活動の場になっていくだろう
という意見も挙がりました。

⚫ 改善策として、世田谷区の持てる資源を活かしていこうという取組として、企業やプロ人材など、区内リソースを有効活用するアイデアがたくさん出ま
した。

⚫ 公園などがすごくたくさんあっていいのに規制が多いとか、スポーツ施設が少なく綺麗な街並みなのにちょっと段差があって歩きにくい、そういうと
ころをまずは施設の面で見直していく、スポーツ施設をもっとアップデートしていくというようなアイデアがたくさん出てきました。

⚫ もう一つ人材というところに目を向けてみると、世田谷区にはたくさんプロの方であったり、プロのOB・OGの方、アスリートが多くいらっしゃるので、
そういう方にたくさん世田谷を盛り上げていただくというのも、世田谷をもっとスポーツの面で盛り上げていける方法ではないかと。あとは企業ス
ポーツと民間スポーツの連携というのも、盛り上げていける要因かなと思います。

⚫ 体育系大学との活動を増やしていくというのも人材で活用できるものというアイデアがでました。あとは手軽に健康管理とかスポーツでお得感を得る
ということにおいては、ICTを存分に活用していくということが、重要であるというアイデアが出ました。色々な地域で、世田谷でもされていると思う
のですが、世田谷でウォーキングアプリやランニングアプリとか、そういうものを生かしてお得感を得るというのも、スポーツに対するモチベーションを
上げることができるんじゃないかなと。

⚫ 総合型地域スポーツクラブの面では、人材をもっと育成していくという面で、世田谷が持っている様々な人材をどんどん生かしていこうというような
アイデアが出てきました。

⚫ 学校が今持っている様々な機能というのを、もっと活用していくこと、もっと広げていくということが、重要ではないかというような意見が出ました。
⚫ 若年層とか色々な人たちに、働きかけをどんどんしていかないといけないけれども、働きかけをできるようなものがないというのが現状の問題でもあ
るので、ほかのところでされている活動をいいとこどりというか、参考にさせてもらうというのも重要かなと思ったので、今ある「シブヤユナイテッド」
という推進母体を参考にさせてもらいながら、最終的には世田谷がそれを超えていくということができればいいのではないかというアイデアが出まし
た。
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公園など使用につ
いての規制が多い

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ③特色・課題・取組

学校と地域のつな
がりが深い

持てる資源

充実した施設

施設

スポーツ施設が少
ない（問題でなく、
特色）

若年者など流動人
口に対して適切な
働きかけが無い

せたがやアプリ（ポ
イント）活用による
ウォーキング促進

手軽に健康管理

スポーツ活動の年
代差

スポーツしたらお
トクです

ポテンシャル 色々な可能性

学校拠点のクラブ
活動が盛ん

学校施設まあ充実

体育系の大学が多
い

色々なスポーツ資
源がある

プロ/OBアスリー
トが多数在住

企業スポーツと民
間（区民）の連携

街中を歩き易いように
環境を整える必要があ
る
（いつでも、どこでも、誰
でも、を達成？）

企業やプロ人材な
ど区内リソース有
効活用

公園の使い方の見
直し＝フレキシビ
リティ

既存スポーツ施設
のアップデートを

スポーツ施設がなく
てもできるスポーツ
（ウォーキング）を普
及させるべき）

街中を歩く、道路
を歩くため危険車
道を除く必要があ
る

地域×大学の活動
を増やす

地域でのコーディ
ネーターの育成

人材

スポーツ×ICT 健康×ICT
（ウェアラブル端末
など･･･）

ICT

部活動による教員
のオーバーワーク

部活の地域移行→
老若男女の活動の
場へ

小さい頃から様々
なスポーツを楽し
めるようにする

総合型地域スポーツクラブ

大学生と連携した
総合型地域スポー
ツクラブ

総合型スポーツク
ラブの指導者育成

人材

学校施設の有効活
用

学校昨日の有効活
用・拡充

学校機能の活用

「せたがやスポー
ツ」の推進母体を！
超・シブヤユナイ
テッド！
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月１1日） グループ④発表

⚫ 地域の指導者が不足しているのではないかということで、地域のクラブや習い事は充実していて、太極拳やラジオ体操が盛んであったり世田谷区なら
ではのことがあったりするのですけど、指導者や指導員の不足が課題ではないかということになりました。

⚫ 環境も子供が元気であったり、高齢者が元気であったり、みんなで助け合う環境づくり、居場所づくり、ボール遊びが気軽にできる場所がないなという
こととか、バスケットボールのゴールが少なかったりとか、環境的には色々課題があるのではないかということが出てきました。また、施設はボッチャ
が盛んだったり、ジョギングする道があったり、世田谷区ならではの人口が多いのに施設が少ないのではないか、バリアフリーの施設が不足している、
視覚障害や聴覚障害の障害者が気軽に参加できるスポーツも施設もイベントも少ないのではないかなということが出ました。

⚫ 老若男女・外国人が集まれるイベントづくり、地区ごとに特色を生かしたイベントがあるというようなことも良い面として出てきました。運動していない
人が多いということなんですけれど、その中でしたくてもできない人がいるのではないか、スポーツをしてない人が多いという事実や、どんな方がし
てないのだろうということを調べるようなことも必要ではないか、という意見が出ました。

⚫ これからの世田谷区のスポーツ・レクリエーションはどうあるべきかを中心にして、基本的な意見を作成しました。その結果、今私たちが住んでいる世
田谷はどんな特徴があるか、いいところがあるか、例えば緑化、他の区と比べて公園が大きい、そういったものでまず現状把握ということが大切な一
つの役割ではないかと、これは誰がスポーツしてないのかちゃんと調べるということ、それをもとにしてこういったデータを作るということ、そして、そ
ういったものを皆さんと話しあって情報の共有化のシステムというか、そういったものを確立していかなければならないと思います。例えば、地域クラ
ブ・団体クラブの総会ももっと必要ではないかと、それからスポーツに関する情報発信の強化、地域でやってそれで終わるのではなくもっと皆さん知っ
ていただけることがあるんじゃないか。

⚫ 特に大切なのはともに世田谷区の中でこれからの世田谷のスポーツをもっと活性化するために 共生社会の実現ということで、高齢者・子供・障害者
がともに楽しむイベントはどんなものがあるか、ユニバーサルデザインを基調とした施設が必要であるということも私たちは取り上げてみました。施設
としてはすごいスポーツ施設を新しく作る、高齢者・子供・障害者がともに楽しめる施設を作る、施設を作るときはいろんな人が参画して、可能な限り
多くの意見を取り出してまとめていくということはできないか。

⚫ 世田谷区役所は新しく建て替えているのですが、その余白にスポーツ施設ができないのかと思います。ただ、新しくスポーツ施設を作ると経費がかか
るので、例えばボッチャとか、狭いところでもできるような、そういった意味でも今後検討する必要があるのではないか。そして民間活用ですが、新し
い情報を持っている民間企業には多くの施設があるのでそれを活用する。民間サービスを利用する際の補助を行うということ、民間の今あるものを気
軽に使える方法が何かあるのではないか。

⚫ 世田谷区民の個人の質の向上、これが大切なことだと思いまして、取り上げてみました。常に前向き、ポジティブ、積極性の考え方の育成、最近の子供
たちは鬱になるような傾向があるとも聞いております。そして、まだ団体、スポーツサークルには、古いしきたり、規則が続いている、それもスポーツ団
体には決まりきった形で縦の関係が強いということも聞いておりますので、情報の共有化を含めて必要じゃないかと思っております。そして、障害者
が気軽に参加できるスポーツ、よりユニバーサル化というものが必要だと思います。

⚫ ボッチャというのをすごく進めていて、現状でいうと小学校61校すべての学校にボッチャが配備をされています。小さいお子さんからお年寄りまで、
障害者の方も含めてボッチャをやっていただいていています。先ほどボッチャのスペースを作ったらどうかという話もありましたが、この班では具体
的にはストリートボッチャというのを提案をしています。ボッチャは少しのスペースでできますので、気軽にできるスペースがあってやりたい人がそこ
に行けばいつでもできるという体制、自分がやりたいときにできることが大事だと思うので、走ろうとしても雨降ってるからやめようみたいなことが
ないよう、やりたいときにできる場所を作るというのが良いのではないかという話になりました。
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バリアフリー施設
不足

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ④特色・課題

人口多いのに施設
が少ない

指導員の不足

個人の持っている
能力活用が不足し
ている

育成に関する講習
会が少ない

運動しない（したく
てもできない？）
人が半数以上

視覚・聴覚等障害
者が参加できるス
ポーツ施設がない

スポ・レクの指導者
の育成

競技団体、担い手
不足（高齢化）

スポーツする人が
少ない（実施率）

指導者

子どもの居場所づ
くり

みんなで助け合う
環境づくり

ボール遊びが気軽
にできる場所がな
い

子ども

ボッチャが盛ん
（コート常設施設あ
り）（用具がすべて
の小学校にある）

地区ごとに特色を
生かしたイベント
がある

高齢者が元気

施設

親子を対象にした
イベントがある

子どもが元気

太極拳が盛ん

地域のクラブ、習
い事が充実してい
る

ラジオ体操が盛ん

ボール遊びができ
る公園が限られて
いる

バスケのゴールが
少ない

環境

みんなで楽しく♪
する みる ささえ
る

スポーツとは何ぞ
な？

ジョギングする道・
場所がある

イベント

老若男女・外国の
人の集まり・イベン
トづくり
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第1回 5月11日） グループ④取組

障がい者が気軽に
参加できるスポー
ツ教室

ユニバーサル化

誰でも気軽に運動
できる場所づくり

子どもが気軽に
ボール遊びできる
施設

常に前向き、ポジ
ティブ、積極性の
考え方の育成（講
習会など）

「ボール遊び」に特
化した施設をつく
る

小中学生のスポー
ツの考え方を保護
者に理解

まだある古いシキ
タリ、規則の検討
（特に先輩・後輩の
関係）

施設を作るときに
は、いろんな人の
意見を聞く

精神的に向上

高齢者、子ども、障
害者がともに楽し
めるイベント
→地区で

子ども、親世代、高齢
者が一緒に楽しめる
イベントの実施
→コミュニティ形成

経費の削減も含めて

ともに楽しむ♫

すごいスポーツ施
設を新しくつくる

施設

高齢者、子ども、障
害者が共に楽しめ
る施設をつくる

区役所建て替えの
ときにスポーツ施
設を一緒につくる
（複合施設）

ストリートボッチャ
施設

共生社会の実現

民間サービスを利
用する際の補助を
おこなう

民間の施設を活用
する

民間活用

地域クラブ、団体
クラブの紹介を
もっと行う

スポーツに関する
情報発信の強化・
工夫

情報の共有化



白紙ページ

15

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第2回 5月１3日） グループ①発表

⚫ 特色と課題を見ると、緑、自然が多いとか、施設、指導者・ボランティア、イベント、人、こういったカテゴリーに大きく分かれています。一見すると自然
が多い、これが世田谷の特徴かなと思うんですけど、大きい公園があります。駒沢公園、砧公園、二子玉川の河川敷も一種の自然だと思うんですけど、
自然がすごい豊かで緑が多いという、これが世田谷の特長かと思うんですけど、逆に課題、健康になるためのスポーツは敷居が高いのはなぜかという
ところで、この施設・指導者というところが、世田谷の一般の課題ということで挙げさせていただいています。

⚫ スポーツをするのに機会とか体験、環境の提供、そういう場所がないとそもそもできないと思います。地域総合型のクラブ、スポーツができる環境をま
ずは身近につくるというところ、そこがまず第一歩というところで、施設の課題が多く感じられるという印象がありました。施設がないので、指導者と
ボランティアもそれに付随して、そもそも指導する経験とか体験とかがないということにつながってくるのかなと感じました。また、新しいスポーツに
対する指導者やプログラムが少ないので、仕掛けとしてイベントを増やそうとしても、そういうところに参加してくれるボランティアも少ない、新しいス
ポーツを知る機会とか体験とかがない、結果的に指導者やボランティアが足りていない、という状況に陥るのかなというところになります。

⚫ この施設や指導者・ボランティア、こういったスポーツを身近に感じてもらうための敷居をどうやったら低くすればいいのかというところを大きく５つ
のカテゴリ－、自然、施設、指導者・ボランティア、イベント、コミュニティとしています。

⚫ わかりやすくスポーツをする環境・機会を増やすというところで、施設を増やす、同時に学校とかトラックとか陸上競技場とか。海外ですと、陸上競技
場とかは、一般開放というか誰でも入れるようになっていたりするんですけど、ちょっと閉鎖的というかお金を払ってでないと使用できないというと
ころがあったりするので、施設、スポーツができる環境をまずは作る、構築するというところ、車いすの方や障害者の方もバリアフリーで使えるような
体育館とかをもっと増やす、中学校は世田谷に多くあるのですが、一般開放されていないので、そういった機会、施設の使い方の工夫が必要だと思い
ます。

⚫ イベントの機会やスポーツに触れる体験ができる場所が少ないのかなというところで、イベントを増やそうと考えました。キーワードとして、無料でそう
いうイベントを作る。どうしても料金が発生してしまうとなかなか踏み込みづらい、まずは新しいスポーツに触れてもらう、eスポーツも、まずは無料に
して体験してもらう。結果的に市民グループの雰囲気とか、グループ同士の結合ですね、そこで人と人がつながって、スポーツが生み出す価値、新しい
出会いにもつながり、結果的にスポーツが継続的に続けてくれるというとこにつながるのかなと思いました。

⚫ ボランティア、スポーツを体験して興味関心が出ると、自然とそのスポーツに携わりたいとか、具体的な例でいうと東京マラソンの事例とかもあります
けど、マラソンに自分が携わりたいとか、オリンピックもそういうボランティアの方が携わりたいということで、すごく多く募集があったと思うんですけ
ど、スポーツを実際自分が体験することによって自分から自己発信で体験したいという気持ちとか感情とかがわいてくるのかなと、スポーツをする敷
居を下げる関連施設を増やすとか、そういうイベント体験機会を増やす案が出ました。
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イベント不足
大会ではなく、地
域イベントなど

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第２回 5月１３日） グループ①特色・課題

イベント

ボッチャ世田谷カップ
R5年度1日だけの開
催（予選なし）
底上げできず残念

道が狭い

指導者不足
特に新しいスポー
ツ

eSportsに対す
る方針、考え方、方
向性が不透明

ボランティア制度
などが充実されて
いない

情報の収集はどう
いった所で行えば
良いのか

20代ぐらいのス
ポーツ実行者を周
りで見ない（少な
い）

地域総合型クラブ
の増加に対する行
政の関わりが縦割
り？

指導者・ボランティア

地元スポーツ
Jリーグ、Bリーグ
などない

走りたくなる環境

走る環境が東京で
一番整っている

都心から近い

世田谷区は広いの
で、様々な年齢層
の方が公園にいる

大きな公園がある
駒沢、砧など

静かで住みやすく
都心までのアクセ
スも良い

自然が多い

自然が多い

世田谷ハーフマラソン、
地域での子ども駅伝な
ど
区、行政、地域ぐるみの
イベントが多い

夕方子供の陸上教
室の実施数が多い

その他

スポーツ教室の開
催が盛ん

予約 けやきシステ
ムなどは良い！

民間スポーツクラ
ブが多い

陸上が盛んな大学
が多い
興味関心を持ちや
すい

大きい公園がある
（砧公園）

緑が多くウォーキ
ングに適したコー
スが有る

地域差（年齢層、人
口）が有り、一律的
な活動がしにくい

指導者の高齢化デイサービス等で
の体操を取り入れ
ている所が比較的
多い？

富裕層

上品

若者が多い

人

場所不足
体育館など

学校開放が少ない障がい者スポーツ
特に車イスを利用
できる施設が少な
い

一般開放（無料）さ
れている陸上競技
場がない

トラックがない

施設

新BOPなどス
ポーツを取り入れ
やすい環境がある

ランニングコース
はあるが、走って
いる人が少ない

歩道が狭い
（ランニングを街中
だとしづらい）

学校プールを利用
した施設が多い

総合型地域クラブ
が９つある

スポーツ施設が豊
富

大学が多い
陸上競技

トップアスリートが
身近にいる

スポーツのチーム
が多数
陸上・サッカー・ラ
グビー
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第２回 5月１３日） グループ①取組

プロスポーツチー
ムの誘致
サポーター制度の
当面のサポート

施設

観戦機会創出
イベント実施

新BOPでのス
ポーツ系PPの増
員

ランニングカル
チャーの普及

誘致
例）全米代表陸上

地域密着スポーツ
クラブを支援する
呼びかけ

公園でのスポーツ
指導者等の導入

施設を自然の中に
つくる（バスケット
ゴールとか）

推奨ウォーキング
コース設定

指導者・ボランティア

実は知らない所でイ
ベントがあったりする
ので、情報回りをよく
する仕組みを作る

イベントをアスリート
を交えて開催する→
アスリートにあこがれ
る（指導者を目指す）

市民グループ
（チーム）コラボ

ボランティア（応援
したい人）も増え
る

カジュアルに私服
でスポーツを参
加・実施できるよ
うにする

見る

イベント

自然

現在あるシステムの
活用
スポレクネット、ユニ
スポ等の周知強化

スポレクネットの
登録充実

デイサービス（ス
ポーツ（運動）導入
のサポート、補助

大学スポーツと地
域での指導

スポーツボラン
ティア養成講座

ランニングイベント
の定期開催

支えるコミュニ
ティの増加

指導者育成プログ
ラムと資格制度

学校新校舎建築の
際の総合型前提と
した建築の積極化

車イス利用できる
体育館の増加

施設の充実
統廃合学校の積極
的利用

大学や学校施設の
開放

施設を増やす

既存施設の有効活
用

走る人を増やす→
施設をつかわない

学校、トラックの開
放

運動できるスペー
ス、場所の確保（高
架下の利用）

民間との連携

細分化されている高
齢者クラブ、地域サー
クルなどがグループ
で活動できるイベント
の開催

総合型の情報連携
クラブ間交流

グループ同士が結
合

地域イベント
町内会運動会など

スポーツのコミュ
ニティーを増やす

コミュニティ

総合型クラブの新
設
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第2回 5月１3日） グループ②発表

⚫ 4カテゴリーとしまして、スポーツ施設、地域、イベント、学校という主な4つのくくりを整理させていただきました。まず特色ですが、スポーツ施設は世
田谷区内あちこちにあって、施設の貸し出しも充実していたり、二子緑地や馬事公苑、駒沢公園など施設は多くあると感じています。また、馬事公苑も
そうですし、オリンピックのアメリカの選手村になったりと、スポーツ施設という点では充実しているのかなと思います。続いて地域面の特色ですが、オ
リンピックの時にアメリカ選手村になったりと国際色が豊かであることが挙げられます。世田谷といえば芸能人が多いとか、財界人が多い、スポーツ界
の方が多いとか、著名人の方が多い、一般市民の方からすると静かな環境だったり住みやすいとか、世田谷区といえば住環境というところで、安心し
てというところが強いイメージかと思います。さらにスポーツの環境でいいますと、スポーツを応援していたり、世田谷区すべての小学校にママさんバ
レーがあったり、地域活動がたくさん応援されているというのも特色なのかなと思っています。住環境でいうと、観光とかグルメとか、スポーツ＋αと
いうキーワードがどの地域でも充実している点もいいところなのかなという話がありました。

⚫ イベントですが、イベント参加者も多いですし、世田谷246ハーフマラソンのように世田谷を代表するようなイベントがあったり、イベントの数は地域も
含めて多いのかなと思っています。ボッチャというスポーツも世田谷区が力を入れて取り組まれていますが、ボッチャの町というイメージが強くなって、
たくさんのイベントが開催されるようになっていると思います。

⚫ 世田谷といえばスポーツ、日体大、国士館、日本女子体育大学、駒沢大学、挙げればきりがないですが、スポーツを一生懸命取り組んでいる学校がたく
さんあって、そことの連携も今後期待できるのかなというところも、特色として考えられると思います。学校の開放ですとか、学校が総合型に協力的で
あるとかというところも特色なのかなと思います。

⚫ 特色に合わせて課題ですが、施設が多いといいましたが、人口の割には施設は少ないかなと、住環境がいいところの裏返しかもしれないですが、ナイ
ター設備があまりないのかなというイメージです。

⚫ イベントが多いとか、世田谷246ハーフマラソンの知名度は高いと思いますが、地域のイベントなどでいうと、まだ広報活動がまだまだで知名度が低
いのかなというところです。

⚫ 学校でいいますと、さらに連携ですとか、学校の開放とか子供がどういう風に来ているのかとか、課題感としてはあるのかなと思います。
⚫ 世田谷区はサラリーマンが働きすぎなイメージがあって、働いているからスポーツに取り組む時間が少ないなと感じます。区もボッチャも力を入れて
いますが、その分ほかのニュースポーツは取り組みが薄いのかなと、それが成人のスポーツ実施率が低いことにつながっているのかなと感じました。

⚫ 障害者スポーツの参加者がもっと充実してくれば、といったところが挙がっておりました。
⚫ 「いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも」というところで、そこに健康・生きがい・共生・地域ということで、どうやって課題感を解決していけるのか
を、4つの柱でまとめております。まず施設でいいますと、先ほど申し上げたように夜間に利用できるということが、施設の利用の分散化につながると
いう面はあると思いますので、そういった施設の利活用というのは今一度考えないといけないのかなと思います。また、世田谷区と企業とでコラボし
たり、育成の施設を作ったり施設の中身を充実させていく、インフラの充実、予約方法や使い方にもよりますが、それが充実してくれば、公共的な施設・
取り組みになるかと思います。

⚫ 地域でいうと何をやっているか、横の連携を強くする、イベントでいいますと、SNSとか世田谷出身のタレントの方を起用したり、各団体からとか外国
人向けのPRを増やすといいと思います。ただ、高齢者の方でSNSはちょっとという方もいらっしゃると思いますので、幅広い世代で考えると掲示板と
か、それ以外のPRも必要かなと思います。

⚫ 各ニュースポーツで大会とか目標ができたら試合のために練習しようとなると思いますので、世田谷区ってすごい大会の数あるよね、などとなると、
モチベーションも上がるかなと。独自のスポーツイベントを作るというのは、朝一駅歩いたらポイントがたまり、ポイントがたまると施設がとりやすくな
りますとか、なればいいなと。そうすると、私もサラリーマンですが、朝一駅歩いてポイントがたまり、子供がグラウンドをとりたいから、毎朝歩いてポイ
ントためて施設とりやすくしてね、みたいなことになると、スポーツにも健康にも家族にも貢献できて複合的になったらいいと思いました。
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成人のスポーツ実
施率が平均より低
い

次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第２回 5月１３日） グループ②特色・課題

地域

働きすぎでサラ
リーマンのスポー
ツイメージがない

誰でも参加できる
地域イベントが多
い

イベント講師の声
掛け等しやすい

ボランティア制度
などが充実されて
いない

ニュースポーツへ
の取り組みが弱い

ボッチャの街 地域のイベントの
知名度が低い

イベント

スポーツ施設が各
地にある

施設の貸し出しが
充実している

馬術と触れ合える 人口の割にはス
ポーツできる場所
が少ない

スポーツ界、財界、
芸能界等、有識者
も多い

二子緑地がある

スポーツ施設

アメリカ選手村に
なったり国際色豊
かである

人口が多いのでス
ポーツの土台をつ
くれば相乗効果が
早い

静かな環境
（集中しやすい）

イベントの参加人
数が多い

ナイター設備がな
い

スポーツ施設が人
口に対して少ない

地域差（年齢層、人
口）が有り、一律的
な活動がしにくい

指導者の高齢化スポーツイベント
が多い

都心からアクセス
が良い

子供の人口が増え
ている

障がい者のスポー
ツ参加の機会や
サービスが整って
いない

スポーツした後に
観光やグルメを楽
しめる

地域にまとまりが
ある
地域活動が盛ん

世田谷区すべての
小学校にママさん
バレーがある

地域の活動を応援
している

学校

学校が協力的（総
合型）

日体大がある 私立などの学校が
多い

連携の強化
（指導の機会を増
やす）

学校開放を使える 国士館大学
日本女子体育大学

学校開放が子ども
のニーズに合って
いるか？
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次期スポーツ推進計画の策定に向けた区民ワークショップ（第２回 5月１３日） グループ②取組

施設

どのようなものが
行われているか知
る

区民大会創設

学校でマイナー
（ニュー）スポーツ
を学ぶ機会をつく
る

指導者人材の育成
登録システムの充
実

イベントの告知の
充実

親子で参加できる
イベント、教室の充
実

独自のスポーツイ
ベントを作る

イベントの広報

地域スポーツ絵巻
（ここに住んだ
ら･･･）を作る

地域、学校の連携
強化

総合型の充実 学校や町内会
横のつながり
連携強化する

地域

新イベント

他の区との連携イ
ベントや学ぶ機会
を

メディアやSNSア
ンバサダー
世田谷区出身のタ
レント起用

イベント等の広報
にSNS等の利用

各団体からのPR
発信を促す

外国字観光客向け
に英語で広報活動

区の広報の掲示板
を増やす

イベントの周知に
SNSを活用

企業と組んだ育成
施設の設置

インフラの整備

夜間使用のできる
施設の設置

施設使用の分散化
（夜間に使える
etc）

学校施設開放

施設の夜間利用

障がい者の通所施
設、介護施設、特
別支援学校等への
きめ細やかな周知

世田谷にある企業
とのコラボ

冬スポーツ施設の
予約方法の周知

障がい者理解の促
進

自分がどの程度の
運動をしているか
知る（健康診断結
果比較）
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（４）オンライン傍聴者からのご意見

⚫ 施設に関する意見が多くありましたが、新しいものを建てるよりも、今あるものを活かした整備・イベント等の実施が現実的かと思います。それにより、
スポーツやランニングに親しみやすくなり、区民の健康増進にもつながると思います。

⚫ 世田谷の特色は緑や公園が多いという意見がありました。ウォーキングやランニングは気軽にできるスポーツで、ランニングコースの整備（コース表示
や案内板）が、スポーツ実施率向上に繋がると思います。また、街を走る人が増えると泥棒や強盗などの犯罪が起きづらい安全な街になると思います。

⚫ 世田谷ハーフマラソン以外にも身近にチャレンジ・目標にできる、様々な人を対象とした大蔵陸上競技場での定期的なイベント大会が開催されるとよ
い。

⚫ スポーツ（世田谷だとランニングが強み？）が盛んな都市と認知され多くの人が走る・訪れることで、それに合わせたモーニングカルチャーが生まれ、そ
れに合わせたビジネス（カフェなど）も集まってくる。経済効果にも波及すると思います。

⚫ 世田谷にはトップ選手が多くいるとの意見も出ていました。大蔵運動場をはじめスポーツの拠点となる場所を、地域の方が集まってくる場所にし、地
域の方々と競技・アスリートを身近なものに。

⚫ 区内のスポーツ施設を活かしたイベントを今後も同様に開催してほしい。

⚫ スポーツ初心者も参加しやすいよう、初心者限定のイベント等があると、気負いすることなく参加できると思う。

⚫ 有料でもグループでスポーツを指導してもらえる機会があれば需要は多いと思う。
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（５）参加者アンケート結果

満足

40%

やや満足

52%

普通

8%

(n=25)

ワークショップの満足度 区スポーツ行政への関心の高まり

大変高まった

52%
まあ高まった

40%

どちらともい

えない

8%

(n=25)

参加したい・関心のあるスポーツ推進の取組

56.0%

60.0%

56.0%

52.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

区のイベント・大会

スポーツ団体の活動

ボランティア活動

区民の意見交換

その他

(n=25)
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（５）参加者アンケート結果

⚫ ワークショップの内容について
• スポーツ推進への取り組みについて触れたのは初めてだったのでとても勉強になりました。
• ワークショップを通して特色課題に対して話ができ良いアイディアを考える時間ができて良かったです。
• スポーツは身近にもっと置かれているといいなと思いました。
• ふだんの世田谷スポーツを振り返るというスタンスはすごくよかったです！（あんまり改めて考えないので）
• スポーツの課題は見えてきたと思う。ただ、スポーツとは、スポーツを通して何を得るか等、議論が不充分であるように感じた。
• 区の課題、問題点が見えにくい、課題の原因もわかりにくい、課題が分かるともう少し集中した議論ができるように感じる。

⚫ 参加者の幅広さ・意識について
• 皆さんの意見が知れてよかった。
• 参加した方々の意識が高かった。
• 様々なバックグラウンドをお持ちの方とお話しさせていただき、とても勉強になりました。
• 様々な方と意見交換ができて大変勉強になりました。素敵な機会をありがとうございました。
• 同じような問題意識を持つ方が多く、一方で解決のアイデアはとても様々に出ておどろきだった。
• 大学生、聴覚障害の方まで、いろんな方が参加されて有意義な意見交換ができたと思います。
• 充実したグループワーク(WS)になったと思う。続編も是非！
• 人によって感じ方の差があることに気づいた。新しい知識もふえた。
• もっと皆さんの意見などを聴きたかった。
• 参加者がもっと多いと良いと思います

⚫ 運営・実施時間等について
• もう少し時間が欲しかった（話し合い）
• 時間が少し短い。あと20～30分あったらと思った。
• ファシリテーターは各グループに外部からつくと思っていたので、時間が足りないかと感じました。
• もう少しディスカッションの時間が長いと良いかと思いました。
• 唯一、WSにおける時間管理(進行管理)には課題を感じた。業者が刻みすぎ、進行しようとしすぎ
• 時間が短く感じた。内容（ポイント）を工夫することでさらに意義深いものになると思う
• スタッフの方がもう少し用紙のはる作業などを手伝っていただけるとスムーズに進行できるかもしれないと感じました。
• 考えをまとめる時間が不足していた
• 時間がやや短い感じがした。もう少しまとめの内容など充実させたかった。


